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本稿は副題を「 『平安義会資料』 『旧桜橘財団関係資料』の紹介（一） 」
としたとおり、以後数回にわたって、これらの史料を翻刻・紹介することを主な目的としている。あ せて官家士族たちが近代以降の社会をどのように生き抜き また、そのために両団体が物質的かつ精神的な側面でどのよう 役割を果たしたのかを明らかにするとともに、彼らが明治維新以後の急激な社会変革をいかに受け止めていったのかついても考察したい。ただし、 本来ならばこれらの史料を べて翻刻・紹介すべきところであるが、相当 分量に及ぶ会員名簿や諸書類・帳簿などの中には、閲覧制限のあるものも多く含まれている め、先に掲げた課題を追究するために有益な史料に限って翻刻・紹介することを、あらかじめお断りしておく。　
なお、一回目となる本稿のみの内容と目的であるが、まず官家士族


























が、教育内容は漢学や武術などを中心とす 復古的なもので、欧化主義全盛期にあって 実用性に乏しく、やがて行き詰まっ いく。こうした中で恩賜金の使途をめぐり、官家士族内で意見の対立が深刻化する。平安 校の維持・管理 委嘱されていた京都府知事 北垣国道や平安義校幹事の中川武俊らが、恩賜金による官家士族の子弟へ 奨学金貸与を提唱した に対して、平安義校創立委員 多村知興や京都第百十一国立銀行の開業者の一人である畑道名らは、恩賜金を京都在住の官家士族の共有金とすることを主張したのであ　
結局、伊丹・尾崎といった発起人らの斡旋により、明治二十四年














































利息拾五ヶ年据置」 「拾六ヶ年目ヨリ向拾五ヶ年賦返納」とされていたが、明治二十一 （一八八八）にはこれを恩賜金とする旨 宮内大臣土方久元より通達がなされている。また、明治二十六年 一八九三）より十年間 従来の半分に当たる年一千二百円の恩賜金が承認されていたが、明治三十年（一八九七）にこれを廃止する代わりとして四万円が下賜されたのである。これらは平安義会 奨学事業の重要な原資となった。 『尾崎三良自叙略伝』の「 会長辞任更 副総裁となるこ 」の項で、尾崎は「明治三十 に至り、宮内省より在京都官家士族子弟教育資金の為めとして更に軍事公債四万円の下賜相成り、前に受くる所の三万円とを合して都合七万円なりしを、其管理の方法宜しきを得て、一面には多数の子弟に学資を給し其学業 為さしめつつ、一面には此資金を増殖して益々其基礎を強固に 、官家士族の此恩恵を受くるものを益々増加し、益々永遠に広く其恩沢を蒙らしめん
―　　―6



































































































































































































































内部で「旧態依然たる運営を脱しようとする北垣・中川の意向と、京都在住官家士族の独自性を守ろうとする多村・畑らとの対立」があったことなどを、小林氏がすでに指摘してい が、 【表１】のとおり、 『尾崎三良日記』 『尾崎三良自叙略伝』 はこうした対立について、かな詳細な記述が残されている。　
明治二十一年（一八八八）頃から、平安義校を維持する方法につい
て、東京の尾崎・伊丹重賢・桜井能監らは びたび協議 ているが、尾崎はすでにこの年の時点で、義校を廃止し奨学事業に転向 べきことや、恩賜金の取り扱い方を厳しくすることを構想していた。その後も尾崎らは、多村知興・畑道名・山科生幹・服部保親といった京都在住官家士族の意向をくみ つつ、明治二十四年（一八九一） 、平安義会設立要旨に賛同し 明治二十六年（一八九三）の伊丹の同会会長就任に至るのである。　
明治三十三年（一九〇〇）に尾崎が会長を引き継ぐと、多村・畑・
服部・水口卓哉・岩橋元柔 が さらに広範な官家士族への救済 求めて、たびたび尾崎を頼っている。実際に尾崎の後ろ盾もあって、明治三十四年（一九〇一）には、田中光顕宮内大臣宛に官家士族への救恤金下賜に関する請願書が提出され おり、明治四十年（一九〇七）には二十万円が下賜されている。そ 後、明治四十二年（一九〇 ）には、この二十万円を基金に、官家士族 困窮者を救済 るため 新
たな組織として、京都桜橘財団が設立されるのである。　
ただし、この新団体について、尾崎は『尾崎三良自叙略伝』の「桜
橘団のこと」の項で、 「此外、官家士族の為めに設立せし桜橘団なるものあり。是は官家士族の困窮せしものを賑恤する 帝室より下賜なりたる二十万円を基本として設立せしものにして、広く官家士族全般に及びしものなり。前の平安義会とは其性質 異にせり。義会 方は初めの御沙汰書に明記せし通り、官家士族に て現 京都に居住せしものに限りたるものなれば、其間自ら判然 区別あり相混すべからず。桜橘団の事は水口卓哉、畑道名、岩橋元柔、服部保親外数名、多年東西に奔走し其筋へ請願し、予も亦始終其間に在つて斡旋し、十数年の後渡辺宮内大臣 時、漸く此結果を得たる み。此事件に付き数年の間種々の変遷波瀾ありしも、後年 属することなれば爰に 端緒のみを記して詳細を省くこととせ 」と 証言を残している。　
ところで、尾崎は明治三十三年の会長就任以来、少なくとも明治
















れている書簡・請願書や規則・規約・目録等の写しの情報を簡潔に整理したのが【表２】である。なお、 則 規約・目録等は太字で示し、また、 『尾崎三良日記』 『尾崎三良自叙略伝』にも引用・掲載されている書簡・請願書等 写しには下線を施している。　【表２】で整理した『平安義会事歴』に引用・掲載されている書簡・請願書などに注目すると、特に平安義会にとって重要な史料については、 『尾崎三良日記』や『尾崎三良自叙略伝』に引用・掲載されて るものとほぼ共通しているのである。これは『平安義会事歴』が 尾崎の手元に残された書簡・請願書などの旧書類に基づいて編纂されたことを物語っている。　それと同時に、たとえば明治十六年（一八八三）の産業誘導社廃止
から平安義校設立に至る記事や、明治二十六年（一八九三） 学資貸与規則制定から平安義校廃止に至る記事などで顕著にみら とおり、『尾崎三良自叙略伝』には、尾崎が後年、 『平安義会事歴』の叙述をそ
―　　―11

















































































































































明治41年（1908） 11月 『平安義会事歴』を編纂・刊行する。 　
―　　―13
のまま引用して書いた箇所がいくつか存在する。 また、 『平安義会事歴』では、全文が引用されている「平安義校規則」 「建校大意」 「在京都旧官家士族教育基金取扱規約」 「官家士族学資貸与規則」などが 尾崎三良自叙略伝』では、すべて「平安義校規則」 「建校大意」 「在京都旧官家士族教育基金取扱規約」 「官家士族学資貸与規則」は「之を略す」とわざわざ記されていることからも、 こうした部分に関する限り、 尾崎が『平安義会事歴』を参照しながら、 『尾崎三良自叙略伝』をまとめたことうかがえる。　
つまり、 『平安義会事歴』は、尾崎の手元にあった旧書類などをもと
に編纂されたものであり、 だから そ尾崎は後年『尾崎三良自叙略伝』を叙述する際に、 『平安義会事歴』をそのまま引用・参照したと考えられる。　『平安義会事歴』が編纂・刊行された明治四十一年における平安義会会長は尾崎であり、京都府立京都学・歴彩館所蔵の『平安義会事歴』の表紙には、 「会長尾崎殿ヨリ会員諸君へ送与」と墨書されている とからも、 『平安義会事歴』の主たる編纂者が尾崎自身であることは疑いない。 『平安義会事歴』は、明治三十三年（一九〇〇）に会長に就任した尾崎の主導で編纂がなされ、明治四十二年（一九〇 ）の平安義会の社団法人化に向けて、明治四十年（一九〇七）に実施された貸給費生調査や財産調査の結果も踏まえながら、明治四十一年十一月に刊行された史料なのである。　なお、明治二十一年（一八八八）頃から表面化してきた平安義校の
教育・運営方針や恩賜金の使途をめぐる官家士族内部の対立、特に恩
賜金を管理する東京在住の尾崎らと京都在住の官家士族とのやり取りの詳細などについて、尾崎は『 三良日記』に多くを書き留めているにもかかわらず、 『平安義会事歴』ではあえてこうした事項にほとんど触れていない。また 尾崎三良日記 や『尾崎三良自叙略伝』でははっきり書かれて い平安義会の設立時期について、 『平安義会事歴』では明治二十四年（一八九一）五月と明記されている。 『平安義会事歴』の編纂目的を考えれば当然のことではあるが、ここ 明治二十二年（一八八九）の京都旧官家士族教育基金取扱規約の制定から明治 四 の平安義会設立、さらには明治二十六年の京都在住官家士族学資貸与規則 制定からそ 後の平安義校廃止に至る経過が、首尾よく進展したかのように描 れている である。　
ただ、京都在住官家士族学資貸与規則制定についてだけは、これが
議題として諮られた平安義会の総会で、当初案では 子弟の優秀で資力のない者に学資を貸与するという方針であったものが これに反対する意見に耳を傾けて、すべて 官家士族子弟に平等 学資を貸与する方針に変更の上、規則の決議がなされたとの詳細が、 『平安義会事歴』ではわざわざ補足されている。三
　『平安義会資料』所収「平安義会沿革概略」の翻刻と解題











































































の目録が冒頭に付されており、 「壱」から「壱弐」にナンバリングされた各書類の名称が列記 いる。このうち「壱」として初めに綴られている は、 「沿革ノ概略」と名付けられているが、これは「平安義会沿革概略」 「記」 「本会育英事業ニ関スル概略」 「成績」という、異な
る時期に作成された四つの書類で構成されている。　
今回はこれら四つのうち最初に綴られた「平安義会沿革概略」を翻












維新ノ改革ニ伴ヒ学習院ヲ廃シ、大ヒニ規模ヲ拡張セラレ、皇漢ニ学所ヲ開筵シ 宮堂上地下官人御使番並 其子弟ニ至ル迄、就学ノ道ヲ開カレシモ、明治三年御遷都ト共ニ右 学筵モ亦廃サレタリ、
一
　
茲ニ於テ明治十三、 四年ノ比、 京都出身ノ先輩者タル男爵伊丹重賢男爵尾崎三良 桜井能監 三氏発起トナ 、旧官家士族中有志ノ輩ヲ糾合シ討議ノ末、同族中ヨリ資金ヲ醵集シ 明治十六年十月
―　　―15
上京区今出川玄武町ノ地所ヲ買得シ、学校ヲ設立シ之レヲ平安義校ト名称シ、同族子弟ノ教育ヲ開始セリ 右創設ニ際 其挙 賛成セラレ、皇族方ヨリ各金品書類等ノ寄贈アリ、
　　




















同廿六年七月旧官家士族団体ノ所有ニ関スル平安義校並ニ資金ノ全部ヲ、当時ノ管理者ヨリ平安義会引継ヲ了セリ、然ルニ世運ノ進化ニ伴ヒ 益教育事業ノ発展ヲ促ガシ、各専門ノ学校モ漸次増設セラル 方リ 僅カニ中等教育程度ノ一学校ヲ擁シ、多数会員子弟ノ学修ヲ完成セシムルコトハ、到底不可能ナル 以テ 宮内省ヘ届出 上、平安義校ヲ廃シ学資補給ノ制ヲ創設セリ、其方法タル普通教育ニ在リテハ約授業料ニ等シキ金額ヲ給与シ、高等専門学校以上ニ在リテハ其程度ニ従ヒ 各差等ヲ設ケ其学資 二分一乃至三分一ヲ貸与シ、有望ノ子弟ヲ奨励シテ国内各地ノ官公立ナル各種学校ニ就学セシムルノ便ヲ与ヘ 人才ヲ養成スル 方針ヲ取リ、漸次規則ノ改善ト其区域ノ拡張ヲ勉メツヽ、其業務ヲ持続シテ現今ニ至レリ、
一
　

































（三） 「平安義会沿革概略」の解題　「平安義会沿革概略」 における平安義会のあゆみの叙述方法について、まずはその特徴を考察していく。　「平安義会沿革概略」では、維新以前の学習院の存在、維新による学所の開設といった地下官人らを取り巻く従前の教育環境から書き始め、東京遷都による学所の廃止に続けて、明治十六年（一八八三）の平安義校設立に触れて る。また、明治十二年（一八七九）の三万円
の恩貸金と産業誘導社設立については、これより後でわずかに補足するにとどまり、誘導社廃止に伴いその資金が平安義校の学資に充用されたことや、明治二十一年（一八八八）に恩貸金が恩賜金とされたのは教育原資 するためであったことを、むしろ強調しているのである。さらに、平安義校廃止と学資補給への方針転換の理由については、専門の学校が充実していく社会情勢の中で、平安義校一校におい 官家士族子弟の教育を完成させるのは困難なためと説明されている。　
以上は『尾崎三良日記』 『尾崎三良自叙略伝』や『平安義会事歴』に
おける平安義会のあゆみの叙述方法と、明らかに異なっている。 「平安義会沿革概略」は、平安義会がその設立以前より一貫して官家士族子弟の教育を支援するため 団体であった の印象を、意図的に強調しているようである。　
つぎに「平安義会沿革概略」の中から、 『尾崎三良日記』 『尾崎三良自




て、 『尾崎三良日記』 『尾崎三良自叙略伝』および『平安義会事歴』と異なる叙述や詳細な説明が、 「平安義会沿革概 」ではなさ ているのである。いずれの記載が事実であるかについては、ここで結論を出すことを控えるが、引き続き『平安義会資料』および『旧桜橘財団関係資料』に所収されているさまざまな史料 検討することによって、こうした課題の克服が可能になると考えている。　
さて、 「平安義会沿革概略」の最後は、明治三十一年（一八九八）一
月における四万円 下賜と年千二百円の恩賜金廃止の通達を掲載した上で、こうした皇恩に感謝し子弟の教育涵養の基礎を固めるために、平安義会の法人組織化を目指す総会決議がなされたと結んでい 。なお、 『尾崎三良自叙略伝 や『平安義会事歴』では、四万円下賜等の年月を、明治三十年（一八九七）一月と る。　
平安義会が社団法人として承認されるのは、明治四十二年





にあった書簡・請願書などの書類に基づいて編纂されたこと、 『尾崎三良自叙略伝』には『平安義会事歴』を引用・参照した箇所が見出されることを指摘し 。つまり、先行研究が明らかにし き 平安義会のあゆみについては、ほとんど尾崎の視点で書き残された史料ばかりを根拠としているのである。　
これに対して、本稿で翻刻・紹介した「平安義会沿革概略」は、お















































―華族取立運動と復位請願運動を中心に―」 （ 『 産業大学日本文化研究所紀要』六、 二〇〇一年） 。
（９）
　『幕末の宮廷』は、大正十年（一九二一）七月、宮内省図書寮に下橋敬長を招聘して、維新前の宮廷に関する談話を速記させたもので、幕末の宮廷制度を知る上で欠かせない資料である。下橋敬長述・羽倉敬尚注『東洋文庫三五三
　
幕末の宮廷』 （平凡社、
一九七九年） 。
（
10）　
一条家の侍・諸大夫であった下橋家に伝えられた一六四七点の
資料。京都府立京都学・歴彩館所蔵。
―　　―19
付記　
本稿の執筆に当たっては、平安義会相談役の今原嘉麻呂氏に多大な
るお力添えをいただいた。また、同会理事の松室幸雄氏・小栗栖元德氏、会員の中根純夫氏にも大変お世話になった。なお、資料受け入れ直後にもかかわらず、閲覧等に際しては 京都府立京都学・歴彩館の辻真澄氏よりご支援を賜った。記して感謝申し上げたい
